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趣味から特技へ

ゴルフ
◀ 

ゴ
ル
フ
場
で
父
と

Ｎ
Ｓ
Ｔ
分
会

中
沢　

迪
さ
ん

　父に付き合って始めたゴルフで
したが、上達していくとともにす
っかりはまってしまいました。
　今では月に一度のラウンドが欠
かせず、ＧＷやお盆休みには、家
族とゴルフ合宿を行なうほどで
す。今後もゴルフを通じて家族と
の絆を深めていきたいです。

て
一
緒
に
汗
を
流
し
た
仲

間
と
再
会
し
た
。
世
界
大

会
か
ら
四
ヵ
月
が
経
つ

が
、
変
わ
ら
な
い
信
頼
を

感
じ
た
▼
世
界
大
会
後
、

仲
間
と
は
、〝
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
〞
と
い
う
Ｓ
Ｎ

Ｓ
サ
ー
ビ
ス
で
、
近
況
を

報
告
し
あ
っ
て
い
る
。
Ｆ

ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
は
、
お

互
い
の
信
頼
関
係
を
前
提

と
し
て
、
世
界
で
五
億
人

以
上
に
利
用
さ
れ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
だ
▼
そ
の
お
か

げ
で
、
直
接
会
え
な
い
仲

間
と
も
信
頼
関
係
が
続

き
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め

て
い
る
。
今
後
も
、「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
」
の
力
を
積
極
的
に

活
用
し
な
が
ら
、
出
会
う

人
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。

 

（
Ｎ
・
Ｍ
）

　

先
日
の
中
央

委
員
会
で
、
昨

年
一
一
月
に
開

催
さ
れ
た
Ｕ
Ｎ

Ｉ
世
界
大
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
し

春闘１次回答

「
よ
り
質
の
高
い
仕
事
」へ
働
き
方
の
変
革
を

想
いい
想
いい

第78回

組
合
員
の
雇
用
と
賃
金
の
確
保
に
必
須

ウ
を
蓄
積
し
、
日
本
国
内
の
シ
ス

テ
ム
開
発
の
競
争
相
手
と
な
っ
て

き
た
。
コ
ス
ト
競
争
で
は
圧
倒
的

に
不
利
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
組
合
員
の
雇
用
と
賃
金
を
確

保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
員
が

「
よ
り
質
の
高
い
仕
事
」
を
行
な

う
よ
う
に
働
き
方
を
変
革
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
論

議
に
は
積
極
姿
勢
で
臨
み
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
春
闘
が
終

わ
れ
ば
、
す
ぐ
に
新
し
い
会
社
事

業
年
度
と
な
る
。
事
業
計
画
論
議

を
し
っ
か
り
進
め
る
こ
と
と
す

る
。（
事
務
局
長　

内
田
靖
治
）

開
を
推
進
す
る
中
で
、
国
内
の
社

員
が
ど
う
い
う
働
き
方
を
す
べ
き

か
を
考
え
、
働
き
方
の
変
革
を
一

層
進
め
て
い
く
必
要
性
を
示
唆
し

た
。

　

組
合
側
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
お
お
む
ね
認
識
が
合
う
。
こ

れ
ま
で
は
海
外
の
安
い
労
働
力
を

活
用
で
き
た
が
、
新
興
国
と
呼
ば

れ
る
国
々
で
も
、
多
く
の
ノ
ウ
ハ

財4

育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
」

「
労
働
集
約
作
業
か
ら
知
的
集
約

作
業
へ
と
働
き
方
の
変
革
を
一
層

推
進
」
と
あ
る
。
オ
フ
シ
ョ
ア
を

は
じ
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
の
展

で
、当
該
分
会
と
連
携
し
つ
つ
、デ

ー
タ
社
を
含
む
グ
ル
ー
プ
各
社
二

三
社
と
春
闘
交
渉
を
展
開
す
る
。

　

デ
ー
タ
社
の
『
回
答
書
』
に
、

も
う
一
つ
「
変
革
を
推
進
す
る
人4

　

二
〇
一
一
春
闘
の
要
求
に
対
す

る
デ
ー
タ
社
か
ら
の
回
答
が
示
さ

れ
た
。『
回
答
書
』
で
は
、
組
合

側
の
「
昨
年
の
厳
し
さ
よ
り
も
危

機
感
は
緩
や
か
だ
」
と
の
主
張
に

対
し
、「
修
正
計
画
の
達
成
は
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
」と
の
認
識

を
示
し
て
き
た
。
ま
っ
た
く
認
識

が「
違
う
」と
し
て
、
組
合
側
は
反

論
し
、
二
〇
一
一
春
闘
交
渉
を
開

始
し
た
。
こ
れ
か
ら
三
月
中
旬
ま

は
認
識
が
合
う
も
の
の
、
不

採
算
案
件
の
課
題
は
解
消
し

つ
つ
あ
る
。
公
共
分
野
の
売

り
上
げ
・
利
益
の
減
少
も
下

げ
ど
ま
り
と
な
り
つ
つ
あ

り
、
第
3
四
半
期
単
期
で
見

れ
ば
『
増
収
・
増
益
』
と
い

う
現
状
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
修
正
し
た
計
画
は
、
か

な
り
の
確
度
で
達
成
さ
れ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
」
と

追
及
。
現
状
認
識
を
合
わ
せ

な
け
れ
ば
、
論
議
の
ス
タ
ー

ト
に
立
て
な
い
こ
と
を
強
調

し
た
。Ｃ

Ｓ
社

　

Ｃ
Ｓ
社
か
ら
は
、
回
答
に

あ
た
り
、
①
営
業
利
益
は
達

成
の
見
込
み
②
次
年
度
の
見

通
し
は
明
る
い
兆
し
③
拠
点

の
仕
事
量
確
保
が
課
題　
　

等
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

　

デ
ー
タ
本
部
は
、「
全
体

的
に
仕
事
量
が
少
な
い
中

で
、
利
益
確
保
が
で
き
る
こ

と
は
、
組
合
員
の
懸
命
な
努

力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
Ｃ
Ｓ
事
業
の
安
定
化
と

将
来
展
望
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
組
合
員

か
ら
出
さ
れ
て
い
る
課
題
を

一
つ
ひ
と
つ
整
理
し
、
明
ら

か
に
し
て
い
く
」と
述
べ
、今

次
春
闘
要
求
に
対
し
て
誠
意

あ
る
検
討
・
論
議
を
求
め
た
。

グ
ル
ー
プ
各
社

　

各
社
の
見
解
に
違
い
は
あ

る
が
、
総
じ
て
「
引
き
続
き

検
討
」
と
の
発
言
に
終
始
し

て
い
る
。

　

 

　

　

デ
ー
タ
本
部
は
、
要
求
実

現
に
向
け
さ
ら
に
、
交
渉
を

強
化
し
て
い
く
。

デ
ー
タ
社

　

デ
ー
タ
社
は
、
回
答
に
あ

た
り
、「
下
方
修
正
し
た
事

業
計
画
の
達
成
に
は
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
」
と

強
調
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
デ
ー
タ
本

部
は
、「
第
2
四
半
期
で
下

方
修
正
し
た
こ
と
に
つ
い
て

　

デ
ー
タ
本
部
・
分
会
は
、
三
月
一
、
二
日
、

デ
ー
タ
社
・
Ｃ
Ｓ
社
・
グ
ル
ー
プ
各
社
と
団
体

交
渉
し
、二
月
一
七
、一
八
日
に
提
出
し
た
『
要

求
書
』
に
対
す
る
回
答
を
受
け
た
。
し
か
し
、

要
求
項
目
に
つ
い
て
「
引
き
続
き
検
討
す
る
」

と
の
「
実
質
ゼ
ロ
回
答
」
で
あ
っ
た
。

　

第
一
一
回
分
会
長
会
議
が

二
月
二
四
日
に
開
か
れ
た
。

　

会
議
で
は
、
二
〇
一
一
春

闘
の
取
り
組
み
の
他
、
①
労

働
時
間
適
正
化
強
化
月
間
②

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
メ

ニ
ュ
ー
充
実
③
「
沙
漠
を
緑

に
！
」
第
一
三
次
デ
ー
タ
隊

の
派
遣
者
決
定
④
デ
ー
タ
本

部
独
自
の
共
済
加
入
促
進
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
（
三
月
中
旬
〜

下
旬
）　　

等
に
つ
い
て
論

議
し
取
り
組
み
に
つ
い
て
意

思
統
一
し
た
。

面
）。

　

こ
れ
を
受
け
デ
ー
タ
本
部

・
分
会
は
、
執
行
委
員
会
を

闘
争
委
員
会
へ
切
り
替
え
、

要
求
実
現
に
向
け
、
あ
ら
ゆ

る
段
階
の
交
渉
お
よ
び
取
り

組
み
は
、
春
闘
要
求
獲
得
に

集
中
す
る
。

　

デ
ー
タ
本
部
闘
争
委
員
会

は
、
組
合
員
の
強
い
期
待
に

応
え
る
た
め
、
団
体
交
渉
を

徹
底
強
化
す
る
。

を
は
じ
め
、
全
要
求
の
実
現

に
向
け
た
組
合
員
の
強
い
期

待
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
全
体
で
は
九

六
・
八
〇
％
の
高
率
批
准
で

ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
確
立
し
、

中
央
本
部
は
、『
指
示
第
二

号
』
を
発
出
し
た
（
関
連
１

万
全
の
闘
争
体
制
確
立
へ

要
求
の
貫
徹
へ 

交
渉
強
化

各

社

が

ゼ
ロ
回
答

2011春闘

共
済
加
入
促
進
な
ど

各
種
取
り
組
み
確
認

第
11
回
分
会
長
会
議

ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
一
票
投
票　

結
果

　

デ
ー
タ
本
部
・
分
会
は
、

中
央
本
部
の
『
指
示
第
一

号
』
に
基
づ
き
、
組
合
員
の

要
求
実
現
へ
の
意
思
を
問
う

「
ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
一
票
投

票
」
に
二
月
二
一
日
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
デ
ー
タ
本
部

は
、
九
七
・
九
九
％
と
い
う

高
率
批
准
を
達
成
し
た
。
こ

の
結
果
に
は
、『
特
別
手
当
』

デ
ー
タ
本
部
97
・
99
％
の
高
率
で
批
准

データ社

ＮＳＴ社

ＣＳ社
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？？？？
みん
なで解こう！

クロスワードクイズクロスワードクイズ

1 2 3 4

6

8 9 10

11 12 13

14

16 17

18 19

18　

情
報
労
連
東
京
都
協
「
冬

の
交
流
」
は
こ
れ

19　

春
夏
秋
冬

　

応
募
の
き
ま
り

■
応
募
方
法
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
答
え
・
氏
名

・
所
属
分
会
・
個
人
コ
ー
ド
（
家

族
は
組
合
員
の
氏
名
と
所
属
分

会
・
個
人
コ
ー
ド
）・
本
紙
の

感
想
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

■
し
め
き
り
＝
三
月
二
八
日

■
発
表
＝
四
月
上
旬
の
紙
面

■
ハ
ガ
キ
あ
て
先
＝
〒
一
三
五

―
六
〇
二
一 

東
京
都
江
東
区
豊

洲
三
―
三
―
三
豊
洲
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
二
一
階　

デ
ー
タ
本
部
ク

イ
ズ
係

■
賞
品
＝
「
選
べ
る
グ
ル
メ

便
」
を
九
人
へ

1
月
29
日
号
の
解
答

　

答
え
「
ソ
ウ
タ
イ
ワ
」

２
月
５
日
号
の
解
答

　

答
え
「
タ
ス
ケ
ア
イ
」

　

各
号
の
当
選
者
は
、
下
段
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

声
楽
で
女
声
の
最
高
音
域

４　

比
べ
る
も
の
が
な
い
ほ
ど

優
れ
て
い
る

６　

図
々
し
い
こ
と
。「
○
○

の
皮
が
厚
い
」

７　

引
き
金
。
き
っ
か
け

８　

⇔

権
利

９　

ビ
ー
ル
の
原
料

11　

ａ　

ｓ
ｏ
ｎ
ｇ

13　

薬
膳
等
に
使
う
赤
い
実

14　
「
レ
ン
ジ
で
○
○
し
て
」

15　

自
分
の
父
や
年
配
の
男
性

を
指
す
俗
称

17　

ブ
ラ
ジ
ル
の
ダ
ン
ス
曲

タ
テ
の
カ
ギ

1　

三
月
は
シ
ー
ズ
ン

２　

ス
モ
モ
の
英
語
名

３　

石
川
県
の
有
名
な
半
島

４　

私
心
の
な
い
こ
と

５　

部
屋

10　

結
婚
二
五
年
の
お
祝
い
。

共
済
祝
い
金
が
出
ま
す

12　
「
頭
」
か
「
尻
尾
」、
ど
ち

ら
か
ら
食
べ
る
派
？

13　

若
く
経
験
不
足
な
こ
と
。

「
○
○
○
○
が
黄
色
い
」

15　

⇔

メ
ス

16　

Ｆ
と
Ｈ
の
間

17　

は
か
り
ご
と
や
計
画

【問題】
　クロスワードを完成させ、Ａ～Ｆ
をつなぐとある言葉になります。そ
の言葉をカタカナで答えて下さい。

第６回

D

7

E

クイズの応募に際し、ハガキ等に記入いただいた、氏名等については、クイズの賞品を届けるために利用するものであり、その他の目的では利用しません。

5

C

15

A

B

F

し
あ
い
、
仲
間
の
慶
弔
に

役
立
て
る
制
度
（
月
払
い

五
〇
〇
円
）。
結
婚
・
出
生

・
小
学
校
入
学
、
中
学
校

卒
業
等
の
新
た
な
門
出
を

応
援
し
て
い
ま
す
。
総
合

共
済
の
お
祝
い
金
を
、
子

育
て
を
が
ん
ば
っ
た
自
分

や
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
ご
褒

美
に
し
て
も
い
い
で
す

ね
。

　

未
加
入
の
方
は
こ
の
機

会
に
総
合
共
済
へ
の
加
入

を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

未
請
求
が
な
い
か
、
今
一

度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
教
育
費
の
支
出
は

惜
し
ま
な
い
と
い
う
家
庭

は
多
い
よ
う
で
す
。

　

助
け
合
い
の
精
神
で
運

営
さ
れ
て
い
る
総
合
共
済

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
卒
業
や
入

学
を
迎
え
、
わ
が
子
が
大

き
く
な
っ
た
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
実
感
さ
れ
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
・
入
学
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ん
が
誕
生
さ
れ

た
時
の
パ
パ
と
マ
マ
の
喜

び
は
、
言
葉
で
は
表
せ
な

い
ほ
ど
大
き
か
っ
た
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
育
つ
に
つ

れ
、
一
緒
に
泣
い
た
り
、

悩
ん
だ
り
し
た
こ
と
も
あ 総合共済お祝い金

ちょっと得する
マネー講座 5回

は
、
共
済
契
約
者
の
お
子

さ
ん
の
小
学
校
入
学
と
中

学
校
卒
業
時
に
、
お
祝
い

金
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

総
合
共
済
は
、
働
く
仲

間
が
少
し
ず
つ
お
金
を
出

卒
業
・
入
学
お
め
で
と
う
！

組
合
員
み
ん
な
で
喜
び
合
う
制
度

データ本部財総部から

Lesson120　『ＮＴＴ労組新聞』

　組合員から「『ＮＴＴ労組新
聞』を電子化しては？」と言わ
れることがあるわ。
　2010年の組合員アンケート
では、「組合の情報を何で知る
か」という問いに対し『ＮＴＴ

労組新聞』と答えた組合員が一番多
い。５年前の調査に比べても増えてい
る。紙はあればすぐ目に入るし、広い
紙面は読みやすいからね。メールやＨ
Ｐは、自分から開いて見ない
といけないから、忙しい組合
員にとっては見逃しやすい。
　それに、家庭へ郵送するこ
とで家族にも読んでもらえる
から、新聞として発行してい
るんだ。

　でも、新聞を作るの
には、お金がかかるん
でしょう。
　確かに、制作費や郵
送料などのコストはか
かる。しかし、退職者

の会の先輩を含め、約30万
部を発行していること、ま
た、定期週刊発行を継続して
いることにより、広告も得ら
れるし、「第三種郵便」とし
て承認されているので、郵送
コストも安く抑えられている
んだ。こうした努力による収
入とコストコントロールにより、組合
費からの支出は、抑えているんだよ。

　そうなのね。では、エコの観
点からは、どのように考えてい
るの？　
　もちろん、リサイクル紙を使
って、環境にはできる限り配慮
して発行しているよ。
　電子媒体と紙媒体、両方の良
いところを組み合わせた、ハイ
ブリッドな情報伝達が一番ね！
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Ｃ
Ｔ

に
よ
る
子
育
て
・
教
育
の

情
報
公
開
・
発
信
も
政
策

の
柱
の
一
つ
だ
。　

　

デ
ー
タ
グ
ル
ー
プ
の
育

児
休
暇
・
休
職
等
の
制
度

は
、
比
較
的
整
備
さ
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か

し
、
待
機
児
童
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
職
場
復
帰
へ

の
不
安
を
抱
え
る
人
は
多

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
本
目

さ
ん
の
「
地
域
か
ら
、
社

会
を
変
え
て
い
く
」
と
い

う
挑
戦
を
ぜ
ひ
応
援
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

ず
、
復
帰
で
き
な
い
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
出
来
事

が
起
こ
っ
た
。
ま
た
、
自

分
が
住
む
地
域
で
も
同
じ

よ
う
な
状
況
だ
と
知
る
。

　
「
制
度
が
あ
っ
て
も
社

会
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
に
は
な
ら
な
い
」。

そ
う
考
え
、
区
政
か
ら
社

会
を
変
え
て
い
こ
う
と
決

意
し
た
。

●
政
策

：

安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
社
会
に

　

現
在
、
子
育
て
支
援
策

と
し
て
、
働
き
方
に
合
わ

せ
て
選
べ
る
保
育
体
制
の

充
実
や
、
地
域
で
支
え
あ

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

●
政
治
を
志
し
た
理
由

　

本
目
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
は
、
子
育
て
支
援
。

社
内
で
は
、〝
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
手

当
〞
や
、
男
性
の
〝
出
産

休
暇
制
度
〞
創
設
に
尽
力

し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
育
児
休
暇

を
取
得
し
た
女
性
社
員

が
、
保
育
所
が
確
保
で
き

　4月に行なわれる第17回
統一自治体選挙にデータ本
部初の組織内候補として挑
戦するデータ組合員の「本
目さよ」さん（東京都台東
区議会）の決意と政策を紹
介します。

第17回統一自治体選挙

地域から
　　　　　　　　　　を

　私たちの暮らしに関わる課題
は、会社との交渉では解決しない
こともある。そのためＮＴＴ労組
は、国政や自治体議会へ組合員を
私たちの代表として送り出してい
る。推薦の決定にあたっては、議
決機関での承認が必要。

メモ：組織内議員

「
沙
漠
を
緑
に
！
」

第
13
次
デ
ー
タ
隊　

「子育てしやすい社会」

データ本部初の
組織内候補「本目さよ」さん

ＨＰ　http://www.
sayohomme.com/

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す

参
加
者
決
定

　

教
育
費
は
人
生
の
三
大

資
金
（
住
宅
購
入
・
教
育

費
・
老
後
資
金
）の
一
つ
。

子
供
一
人
を
成
人
ま
で
育

て
る
た
め
に
、
二
〇
〇
〇

万
円
程
度
の
資
金
が
必
要

本
ほ ん

目
め

さよ
台東区議会議員選挙
組織内予定候補

労
組
の
活
動
を
知
る
媒
体

新
聞
と
Ｗ
ｅ
ｂ
の
良
さ
を
生
か
し
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
情
報
を

◀
日
暮
里
駅
前
で
政
策
を
訴
え
る
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